
43 　執筆者一覧

ビ
デ
オ
北
海
道
入
社
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
㈱
ア
ド

ビ
デ
オ
北
海
道
退
職
。
〇
六
年
か
ら
、
本
学
専
任

講
師
。
〇
九
年
か
ら
現
職
。

大
林
の
り
子

（
お
お
ば
や
し
・
の
り
こ
）

明
治
大
学
文
学
部
准
教
授

神
戸
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
で
演
劇
学
専

攻
。
二
〇
〇
四
年
よ
り
七
年
間
北
翔
舞
台
芸
術
の

専
任
教
員
を
務
め
る
。
二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
。

主
に
二
〇
世
紀
前
半
の
上
演
お
よ
び
舞
台
美
術
の

歴
史
研
究
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
出
自
を
持
つ
演
劇
人

の
共
同
制
作
に
根
ざ
し
た
舞
台
制
作
の
状
況
、
そ
の

国
際
的
な
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。

金
田
一
仁
志

（き
ん
だ
い
ち
・
ひ
と
し
）

日
本
俳
優
連
合

（
西
田
敏
行
理
事
長
）
所
属
。
日

本
演
劇
教
育
連
盟
全
国
委
員
。
一
九
九
五
年
、
ロ

シ
ア
国
内
三
劇
場
で
、
初
の
海
外
公
演
を
成
功
さ

せ
て
い
る
。
北
海
道
教
育
大
学
、
藤
女
子
大
学
非

常
勤
講
師
。
九
〇
年
札
幌
市
民
芸
術
祭
奨
励
賞
、

九
八
年
市
民
文
化
賞
受
賞
。
二
〇
〇
〇
年
東
京
都

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
戯
曲
部
門
）
全
国
ベ
ス
ト
エ
イ
ト

入
選
。
〇
九
年
、
日
本
演
劇
教
育
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。

北
海
道
新
聞
夕
刊
の
コ
ラ
ム

「
舞
台
裏
か
ら
」
執
筆

は
六
年
を
記
録
。
さ
っ
ぽ
ろ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
代

表
。

野
田
頭
希

（の
だ
が
し
ら
・
の
ぞ
み
）

役
者
、
会
社
員

（日
本
板
硝
子
北
海
道
株
式
会
社
）

苫
小
牧
市
生
ま
れ
。

北
翔
大
学
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
学
部
芸
術
メ
デ
ィ
ア

学
科
舞
台
芸
術
コ
ー
ス
卒
業
。

劇
団
B

－
S
t
a
g
e
所
属
。

編
集
後
記

P
R
O
B
E
第
一
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年
も
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
執
筆
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
い
つ
に
も
増
し
て
編
集
作
業
が
遅
れ
、
ペ
ー
ジ
数
が
相
当
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

四
月
一
日
に
新
し
い
元
号
が

「令
和
」
に
な
る
と
発
表
さ
れ
、
四
月
三
〇
日
に
第
一
二
五
代
天
皇
が
退
位
し
、

五
月
一
日
に
第
一
二
六
代
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
。
私
は
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
の
改
元
も
経
験
し
て
い
る
の
で
諸
儀

式
を
テ
レ
ビ
等
で
み
る
こ
と
が
出
来
た
は
ず
だ
が
、
正
直
言
っ
て
、
当
時
は
興
味
も
関
心
も
な
か
っ
た
。
だ
が
、

さ
す
が
に
私
も
年
を
取
り

（
ま
し
て
、
学
生
に
演
劇
を
教
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
こ
と
に
も

あ
る
程
度
の
知
識
が
必
要
と
な
り
）
、今
回
の
国
事
行
為

「剣
璽
等
承
継

（
け
ん
じ
と
う
し
ょ
う
け
い
）
の
儀
」、「即

位
後
朝
見

（ち
ょ
う
け
ん
）
の
儀
」、「即
位
礼
正
殿
の
儀
」、「祝
賀
御
列
の
儀
」
、「
饗
宴
の
儀
」
は
、興
味
を
も
っ
た
。

大
嘗
祭

（
だ
い
じ
ょ
う
さ
い
）
な
ど
の
よ
う
に

“
秘
儀
”
と
言
わ
れ
れ
ば
、
あ
あ
、
日
本
の
伝
統
だ
な
ぁ
、
な
ん

て
感
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

今
年
も
異
常
気
象
の
影
響
か
、
大
型
台
風
、
大
雨
等
に
よ
る
災
害
が
起
こ
っ
た
。

消
費
税
も
上
が
り
、
安
倍
長
期
政
権
が
最
長
記
録
を
更
新
し
た
。
日
本
が
ま
す
ま
す
格
差
社
会
に
な
っ
て
い
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
「
桜
を
見
る
会
」
の
事
や
そ
の
対
応
な
ど
、
言
い
た
い
こ
と
は
山
の
よ
う
に
あ
る
が
、
こ

こ
で
書
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

犯
罪
が
起
こ
る
度
に
、
“
防
犯
”
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
が
流
さ
れ
、
あ
ぁ
～
ど
こ
に
で
も

“
監
視
”
カ
メ
ラ
が

あ
る
の
だ
な
ぁ
と
暗
澹
た
る
気
分
に
な
る
。

不
明
を
恥
じ
る
が
、
グ
ー
グ
ル
か
ら
メ
ー
ル
が
来
て

（
余
り
に
も
頭
に
き
た
の
で
す
ぐ
削
除
し
て
し
ま
い
、
正

確
で
は
な
い
が
）、
二
〇
一
九
年
の
あ
な
た
の
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
で
、
私
の
行
っ
た
場
所
を
地
図
入
り
で
、

そ
し
て
、
行
っ
た
場
所
の
建
物
の
写
真
な
ん
か
も
あ
っ
た
り
し
て
、
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
で
き
る
だ
け
ス
マ
フ
ォ
の

位
置
情
報
を
オ
フ
に
し
て
い
る
が
、
旅
行
な
ん
ぞ
に
で
り
ゃ
、
オ
ン
に
し
て
い
る
。
何
か
の
必
要
で
オ
ン
に
し
て
そ

の
ま
ま
オ
フ
に
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
り
す
る

（今
、
確
認
し
た
ら
オ
ン
に
な
っ
て
い
た
。
直
ぐ
オ
フ
に
）。
な
ん
で
、

グ
ー
グ
ル
さ
ん
に
私
の
行
動
を
監
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
余
計
な
お
世
話
で
あ
る
。

こ
の
怒
り
は
、
た
ぶ
ん
若
い
人
々
に
は
理
解
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
監
視
さ
れ
る
こ
と

（
監
視
で
き
る
こ
と
）
が

安
心
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
て
、
で
あ
る
か
ら
、
（
大
き
な
飛
躍
だ
が
）
「
か
ぶ
き
者
」
は
は
じ
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
監
視
し
あ
う
こ
と
に
不
感
症
で
あ
る
社
会
は
、
乱
暴
に
言
え
ば
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
嫌
な
社
会
な
の
だ
。
監

視
さ
れ
る
こ
と
に
不
感
症
な
の
は
、
不
寛
容
に
繋
が
る
の
だ
、
と
思
う
。

今
年
に
入
っ
て
、
こ
の
P
R
O
B
E
で
劇
評
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
松
井
哲
朗
さ
ん
の
訃
報
を
聞
い
た
。

松
井
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
私
が
劇
団
を
続
け
る
原
動
力
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
た
。
次
号
で

何
ら
か
の
追
悼
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（m
a
r
u
m
u
）


